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０
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利用案内
■
開
館
時
間　

９
時
00
分
〜
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始

　
（
展
示
替
え
に
伴
う
臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
、
ま
た
は
学

生
証
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り

「
和
歌
山
県
指
定
文
化
財　

崇
源
夫
人
五
輪
石
塔
」
蓮
花
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崇
源
院
は
、徳
川
幕
府
２
代
将
軍 

徳
川
秀
忠
の
正
室
（
お
江
）
で
あ
る
。
寛
永
４
年
（
１
６
２
７
）、嫡
男
忠
長
が
慈
母
追
善
の
た
め
に
造
立
し
た
。
本
石
塔
は
、日
本
で
一
番
高
大
な
も
の
（
総

高
６
．
６
メ
ー
ト
ル　

台
石
方
２
．
７
５
メ
ー
ト
ル
）
で
、「
一
番
石
塔
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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承
和
２
年
（
８
３
５
）、
弘
法
大
師
空
海
が
高
野
山
の
奥
之
院
御
廟
に
入
定
（
永

遠
の
瞑
想
に
入
る
こ
と
）
し
て
以
来
、
弘
法
大
師
を
慕
う
人
々
の
信
仰
は
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

弘
法
大
師
信
仰
は
、
高
野
山
が
大
日
如
来
を
中
心
と
す
る
両
界
曼
荼
羅
の
世
界
で

あ
る
と
い
う
考
え
を
基
に
、
釈
迦
の
入
滅
か
ら
56
億
７
千
万
年
後
、
弥
勒
菩
薩
が
下

生
す
る
都
率
浄
土
信
仰
や
、
阿
弥
陀
如
来
の
阿
弥
陀
浄
土
（
西
方
極
楽
浄
土
）
信
仰

が
重
な
り
合
っ
て
成
り
立
ち
、
多
様
な
形
で
、
連
綿
と
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
根
幹
を
成
す
納
骨
信
仰
に
焦
点
を
当
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
財
を
紹
介
し
、
そ
の
変
遷
を
辿
り
ま
す
。

「
高
野
山
奥
之
院
─
弘
法
大
師
信
仰
の
始
ま
り
と
広
が
り
─
」

令
和
７
年
度 

秋
期
企
画
展

■
考
古

重
文　

高
野
山
奧
之
院
出
土
遺
物
（
比
丘
尼
法
薬
経
塚
出
土
品
）

　
　
　
　

供
養
目
録
、陶
製
外
容
器
、鋳
銅
経
筒
、漆
塗
木
製
内
容
器
、　

　
　
　
　

種
字
胎
蔵
界
曼
荼
羅
、種
字
金
剛
界
曼
荼
羅
、　

　
　
　
　

般
若
心
経
・
阿
弥
陀
経
、経
帙
、妙
法
蓮
華
経
・
観
音
経　

 

金
剛
峯
寺

重
文　

奧
之
院
出
土
遺
物（
御
廟
お
よ
び
周
辺
出
土
品
・
灯
籠
堂
お
よ
び
周
辺
出
土
品
）

　
　
　
　

金
銅
阿
弥
陀
如
来
形
納
骨
器
、
瀬
戸
小
壺
納
骨
器
、　　

　
　
　
　

金
銅
製
納
骨
器
、青
磁
四
耳
壺
、青
磁
水
注
、青
磁
合
子　

金
剛
峯
寺

重
文　

金
銅
宝
篋
印
塔
（
南
保
又
二
郎
納
骨
遺
品
）　　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

主
な
展
示
品

令
和
７
年
10
月
11
日（
土
）～
令
和
８
年
１
月
12
日（
月
・
祝
）

前
期　

令
和
７
年
10
月
11
日（
土
）～
11
月
24
日（
月
・
祝
）

　
　

※
令
和
７
年
11
月
10
日（
月
）関
西
文
化
の
日　

拝
観
料
無
料

　
　

※
令
和
７
年
11
月
17
日（
月
）～
11
月
22
日（
土
）は
館
内
工
事
の
た
め
休
館

後
期　

令
和
７
年
11
月
26
日（
水
）～
令
和
８
年
１
月
12
日（
月
・
祝
）　

　
　

※
令
和
７
年
12
月
28
日（
土
）～
令
和
８
年
１
月
４
日（
日
）は
年
末
年
始
に
つ
き
休
館

重文　高野山奧之院出土遺物（比丘尼法薬経塚出土品）　金剛峯寺
漆塗木製内容器・鋳銅経筒・陶製外容器

重文　高野山奧之院出土遺物（比丘尼法薬経塚出土品）　金剛峯寺
種字金剛界曼荼羅・種字胎蔵生曼荼羅〔胎蔵生曼荼羅のみ後期〕

重文　金銅宝篋印塔
（南保又二郎納骨遺品）　金剛峯寺



3

令和7年10月  4日 第152号

■
彫
刻

重
文　

深
沙
大
将
立
像
・
執
金
剛
神
立
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

毘
沙
門
天
立
像
（
胎
内
仏
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

重
文　

不
動
明
王
立
像
（
千
手
院
観
音
堂
旧
在
）　　
　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

重
文　

兜
跋
毘
沙
門
天
立
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院

■
絵
画

重
文　

阿
弥
陀
如
来
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
福
院︹
前
期
︺

■
書
跡

国
宝　

続
宝
簡
集　

巻
８　

治
阿
弥
陀
仏
舎
利
奉
納
状　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺︹
後
期
︺

国
宝　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

︹
前
後
期
入
替
︺

重
文　

紺
紙
金
字
一
切
経
（
荒
川
経
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

︹
前
後
期
入
替
︺

重
文　

地
蔵
菩
薩
立
像　

附
像
内
納
入
品
の
う
ち　

結
縁
交
名　
　

成
蓮
院

　
　
　

六
字
名
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院

■
工
芸

　
　
　

紺
綾
地
錦
弘
法
大
師
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　

紺
綾
地
錦
緯
錦
阿
弥
陀
如
来
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
民
俗

国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

　
　
　

高
野
山
奉
納
小
型
木
製
五
輪
塔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

※
文
化
財
の
状
態
に
よ
り
、
展
示
品
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

次
回
展
覧
会
予
告

令
和
７
年
度 

冬
期
平
常
展

　
「
密
教
の
美
術
～
し
あ
わ
せ
の
カ
ウ
ン
ト
～
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
１
月
17
日︵
土
︶
～
４
月
12
日︵
日
︶

重文　兜跋毘沙門天立像
龍光院

六字名号
宝寿院

紺綾地錦弘法大師像　金剛峯寺

国登録有形民俗文化財
高野山奉納小型木製五輪塔　円通寺

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

秋
期
企
画
展
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説
し
ま
す
。

10
月
11
日
㈯
、
11
月
５
日
㈬　

14
時
か
ら
約
１
時
間

参
加
費
無
料
。
た
だ
し
拝
観
料
必
要
。

奥
之
院
探
検
ツ
ア
ー

　

奥
之
院
一
の
橋
か
ら
弘
法
大
師
御
廟
ま
で
を
歩
き
、
奥
之
院
の
各
所
を
巡
り
ま
す
。

10
月
15
日
㈬
、
11
月
15
日
㈯　

14
時
30
分
か
ら
約
１
時
間
30
分

参
加
費
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
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六
字
名
号
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
主
尊

と
す
る
、
来
世
で
の
安あ

ん

寧ね
い

を
願
う
阿
弥
陀

浄
土
信
仰
に
お
い
て
、
お
唱
え
す
る
「
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

佛ぶ
つ（

仏
）」
と
い
う
題だ

い

目も
く

（
御
名

号
）
を
記
し
た
も
の
で
す
。
御
名
号
の
文

字
そ
の
も
の
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
そ

の
た
め
蓮
華
座
の
上
に
乗
っ
た
形
で
描

か
れ
ま
す
。

　

高
野
山
で
は
、
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

空く
う

海か
い

に
対
し

て
「
南な

無む

大だ
い

師し

遍へ
ん

照じ
ょ
う

金こ
ん

剛ご
う

」
と
お
唱
え

し
ま
す
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
仏
教
界
全
体

で
宗
派
を
超
え
て
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
が

広
が
り
ま
し
た
。
高
野
山
で
も
「
南
無
阿

弥
陀
佛
」
と
念
仏
を
唱
え
る
僧
侶
（
聖ひ

じ
り

）

が
集
ま
り
寺
院
を
構か

ま

え
、
高
野
山
は
弘
法

大
師
が
説
か
れ
た
弥
勒
浄
土
と
併
せ
て
、

阿
弥
陀
浄
土
（
西
方
極
楽
浄
土
）
で
も
あ

る
と
、
盛
ん
に
唱

し
ょ
う

導ど
う

す
る
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
高
野
山
に
は
、「
小お

田だ

原わ
ら

通ど
お

り
」

と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

こ
の
付
近
に
「
小
田
原
聖
」
と
呼
ば
れ
る

阿
弥
陀
浄
土
信
仰
を
唱
導
す
る
聖
が
住

む
拠き

ょ

点て
ん

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
絵
画
の
六
字
名
号
の
文
字

は
黒
色
で
す
が
、
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
黒
髪
を
撚よ

っ
て
糸
と

し
、
髪は

っ

繍し
ゅ
う、

す
な
わ
ち
絹
本
に
髪
の
糸
で

刺し

繍し
ゅ
うし

た
「
繍

し
ゅ
う

仏ぶ
つ

」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
繍
仏
も
、
阿
弥
陀
浄
土

信
仰
の
広
が
り
に
伴
い
大
流
行
し
、
施
主

ら
の
所し

ょ

縁え
ん

の
寺
院
や
霊
場
に
納
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

高
野
山
は
、
平
安
時
代
（
12
世
紀
）
以

来
、
弘
法
大
師
を
慕し

た

い
、
人
々
が
死
後
に

自
身
の
骨
を
納
め
た
納
骨
信
仰
の
山
と

し
て
今
日
に
い
た
り
ま
す
が
、
納
め
る
も

の
は
骨
に
限
り
ま
せ
ん
。
髪
の
毛
、
爪
な

ど
の
身
体
の
一
部
は
、
死
後
に
限
ら
ず
、

生
前
に
も
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

「
仏ぶ

っ

舎し
ゃ

利り

」
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
身
体

の
一
部
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
経
典

を
書
写
し
て
納
経
、
あ
る
い
は
仏
像
を
造

立
し
、
こ
れ
ら
を
自
身
の
分
身
、
身
代
わ

り
と
し
て
納
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
「
法ほ

っ

舎し
ゃ

利り

」
と
言
い
ま
す
。

　

本
品
は
、
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
と
弘
法
大

師
信
仰
の
も
と
、
生
み
出
さ
れ
た
興
味
深

い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
（
鳥
羽
正
剛
）

六ろ
く

字じ

名み
ょ
う

号ご
う　

　
　
　
　
　
　

室
町
時
代
／
宝
寿
院
蔵

六字名号

収蔵品の紹介 121
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ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
保
守
点
検
も
霊
宝
館

の
業
務
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

西
塔
で
は
特
別
に
内
拝
許
可
を
い
た
だ

き
、
建
造
物
の
内
部
を
見
学
。
伽
藍
見
学

後
、
霊
宝
館
に
戻
り
埋
蔵
文
化
財
を
収
蔵

す
る
小
宝
蔵
の
見
学
を
行
い
、
出
土
し
た

土
器
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
を
実
習
。
そ

の
後
、
平
成
大
宝
蔵
の
絵
画
・
書
跡
室
の

見
学
を
行
い
、
収
納
方
法
な
ど
の
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
平
成
大
宝

蔵
前
室
に
て
高こ

う

野や

版ば
ん

板は
ん

木ぎ

の
歴
史
解
説
の

後
、
板
木
を
用
い
て
湿し

っ

拓た
く

に
よ
る
拓
本
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

22
日
の
午
前
は
、
３
日
間
の
復
習
と
し

て
、絵
画
、書
跡（
巻
子
）の
取
り
扱
い
を
反

復
し
て
行
い
、
技
術
の
習
熟
度
を
上
げ

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
平
成
大
宝
館
に

収
蔵
す
る
主
要
な
指
定
文
化
財
の
収
蔵
方

法
や
取
り
扱
い
方
法
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
閉
講
式
で
は
、
大
森
館
長
の
総
評
、

赤
堀
課
長
の
閉
講
の
挨
拶
が
あ
り
実
習
の

講
義
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

４
日
間
と
い
う
短
期
間
で
し
た
が
、
実

習
生
に
は
、普
段
は
展
示
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ

ス
越
し
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
別
の
貴
重
な
文
化
財
を
、

手
に
と
っ
て
観
察
し
、
文
化
財
の
取
り
扱

い
の
実
践
的
技
術
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

実
習
生
に
は
、
こ
の
実
習
体
験
を
進
路

選
択
、
今
後
の
人
生
に
生
か
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
度
も
、
各
大
学
で

博
物
館
学
芸
員
資
格
の
取
得
を
希
望
す
る

博
物
館
実
習
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

大
学
生
・
大
学
院
生
・
科
目
履
修
生
の

４
名
を
受
け
入
れ
、
令
和
７
年
８
月
19
日

㈫
か
ら
22
日
㈮
ま
で
の
４
日
間
、
霊
宝
館

内
に
お
い
て
、
以
下
の
と
お
り
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

19
日
の
午
前
は
、
平
成
大
宝
蔵
前
室
に

参
集
し
、
大
森
照
龍
霊
宝
館
長
、
赤
堀
暢

泰
課
長
の
挨
拶
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
後
、
毎
月
19
日
に
館
内
で
執
り
行
わ
れ

る
月
並
法
会
に
参
列
し
て
も
ら
い
、
高
野

山
霊
宝
館
に
収
蔵
し
て
い
る
仏
像
、
仏
画

な
ど
は
文
化
財
で
あ
る
が
、お
性
根
（
魂
）

が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
仰
の
対
象

で
も
あ
る
こ
と
を
受
講
生
に
説
明
し
ま
し

た
。

　

法
会
後
は
、大
森
館
長
を
講
師
と
し
て
、

高
野
山
の
信
仰
背
景
な
ど
の
講
義
の
後
、

絵
画
を
用
い
て
、取
り
扱
い
方
法
の
実
習
。

午
後
か
ら
は
、
収
蔵
庫
（
平
成
大
宝
蔵
）

の
彫
刻
室
の
見
学
、
展
示
室
（
本
館
・
新

館
）
の
説
明
（
展
示
方
法
、
照
明
、
保
存

環
境
な
ど
）
を
行
い
、
そ
の
後
、
書
跡
の

歴
史
的
特
徴
、
製
作
上
の
構
造
に
関
す
る

講
義
の
後
、
書
跡
（
巻
子
、
折
本
、
冊
子
）

を
用
い
て
、
取
り
扱
い
方
法
の
実
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

20
日
の
午
前
は
、
平
成
大
宝
蔵
に
て
、

彫
刻
の
歴
史
的
特
徴
、
製
作
上
の
構
造
に

関
す
る
講
義
の
後
、仏
像
を
用
い
て
、取
り

扱
い
方
法
と
梱こ

ん

包ぽ
う

実
習
。
午
後
か
ら
は
彫

刻
の
運
搬
方
法
を
実
習
。
そ
の
後
、
書
跡

を
用
い
て
調
書
の
作
成
。
引
き
続
い
て
、

工
芸
品
に
関
す
る
講
義
の
後
、
取
り
扱
い

方
法
の
実
習
。
ま
た
、
奥
之
院
の
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
蔵
骨
器
な
ど
の
考
古
資
料

の
講
義
、
収
納
箱
の
取
り
扱
い
、
梱
包
方

法
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

21
日
の
午
前
は
、
史
跡
金
剛
峯
寺
境
内

の
伽
藍
地
区
、
さ
ら
に
そ
の
史
跡
地
に
あ

る
国
宝
、
重
要
文
化
財
に
指
定
、
国
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
、
建
造
物
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、こ
れ
ら
の

建
造
物
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
消
火
栓

や
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い

博
物
館
実
習
の
報
告①月並法会の参列

③書籍の調査（調書作成） ②絵画の取り扱い

⑤紐箱の取り扱い ④彫刻の運搬

⑦拓本採取 ⑥西塔の見学
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特
集
高
野
山

書
跡　
「
秘ひ

記き

高こ

う

野や

山さ

ん

三み

鈷こ

の

松ま

つ

」　

宝
寿
院

高
野
山
霊
宝
館 

館
長　

大 

森　

照 

龍

秘記高野山三鈷杵　宝寿院

　

本
書
は
、
高
野
山
宝
寿
院
よ
り
お
預
か
り
し

て
い
ま
す
「
宝ほ

う

寿じ
ゅ

院い
ん

聖し
ょ
う

教ぎ
ょ
う

」
類
の
一
品
で
、

二
紙
を
繋つ

な

ぎ
折お

り
た
た
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
書

か
れ
た
時
期
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
で
す
。

ま
ず
一
紙
目
に
は
タ
イ
ト
ル
の
秘
記
高
野
山
三

鈷
松
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

飛行三鈷杵光背　金剛峯寺 飛行三鈷杵内箱　金剛峯寺
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弘
法
大
師
空
海
が
中
国
唐
よ
り
「
密
教
を
広

め
る
に
相ふ

さ
わ応

し
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
給た

ま

え
」と
願
い
を
込
め
、投と

う

擲て
き

し
た
三
鈷
杵
が
の
っ

て
い
た
高
野
山
三
鈷
松
の
由
緒
書
で
す
。本
書

に
よ
れ
ば
、
唐
（
中
国
）
よ
り
投
げ
た
三
鈷
杵

が
日
本
中
を
周
り
、
七
日
間
か
け
飛
ん
で
高
野

山
三
鈷
松
に
掛
か
っ
て
い
た
と
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
三
鈷
松
の
最
極
秘
と
し
て
「
三
鈷

即
大
師　

松
即
明
神　

明
神
即
大
師　

大
師
即

松
」
と
の
教
え
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

飛
行
三
鈷
杵
は
、
先
の
よ
う
に
大
師
に
よ
っ

て
中
国
唐
よ
り
投
擲
さ
れ
、
高
野
山
に
届
き
ま

し
た
。
本
三
鈷
杵
は
大
師
か
ら
高
野
山
第
二
世

真し
ん

然ぜ
ん

大だ
い

徳と
く

に
授
け
ら
れ
、
中

ち
ゅ
う

院い
ん

別べ
っ

当と
う

空く
う

観か
ん

僧そ
う

正じ
ょ
うに

受
け
継
が
れ
、雅が

眞し
ん

僧
正
を
経
て
仁に

ん

海か
い（

九

五
四
～
一
〇
四
六
）
に
至
り
、
以
後
高
野
山
御

影
堂
に
奉
安
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
寬
治
二
年
（
一
〇
八
八
）、
白
河
上
皇
が

高
野
山
行ぎ

ょ
う

幸こ
う

の
お
り
持
ち
帰
り
、
嵯さ

峨が

二に

尊そ
ん

院い
ん

の
湛た

ん

空く
う

に
伝
え
ら
れ
た
が
、
湛
空
の
見
た
瑞ず

い

夢む

に
よ
っ
て
高
野
山
に
戻
さ
れ
た
と
も
伝
え
て

い
ま
す
。

　

本
三
鈷
杵
は
二
重
の
箱
に
護
ら
れ
て
お
り
、

中
箱
に
は
黒
漆
で
塗
ら
れ
た
蓋
部
分
に
松
を
金

と
銀
で
艶つ

や

や
か
に
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
外
箱

は
朱
に
塗
ら
れ
箱
底
辺
に
は
木も

く

食じ
き

応お
う

其ご

に
よ
り

箱
の
寄き

進し
ん

な
さ
れ
た
こ
と
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
同
時
期
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
金

銅
製
の
舟ふ

な

形が
た

光こ
う

背は
い

が
入
っ
て
い
ま
す
。
光
背
裏

側
に
は
、
中
央
に
大
字
で
「
奉
寄
附
三
鈷
後
光

　

宝ほ
う

聚じ
ゅ

院い
ん

春し
ゅ
ん

栄え
い

」、
光
背
蓮
華
部
に
小
字
で

「
南な

ん

山ざ
ん

錺か
ざ

師し　

藤ど
う

四し

郎ろ
う

」
と
奉
納
者
・
制
作
者

が
毛け

彫ぼ

り
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
水み

ず

原は
ら

堯ぎ
ょ
う

榮え
い

僧そ
う

正じ
ょ
うが

書
か
れ
た
「
弘
法
大
師
遠え

ん

諱い

史し

」
に
よ

る
と
五
十
年
ご
と
の
御ご

遠お
ん

忌き

に
、
御
影
堂
に
て

四
方
に
網
を
張
り
三
日
間
拝
見
さ
せ
た
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
多
分
そ
の
よ
う
な
特
別
な
時
に

光
背
を
立
て
、
そ
こ
に
飛
行
三
鈷
杵
を
も
た
せ

か
け
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
も
う
一
紙
に
は
通
称
「
高こ

う

野や

曼ま
ん

荼だ

羅ら

」

と
呼
ば
れ
る
絵
画
が
書
か
れ
て
お
り
、
高こ

う

野や

山さ
ん

登と

山ざ
ん

道み
ち

町ち
ょ
う

石い
し

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

地ち

・
慈じ

尊そ
ん

院い
ん

か
ら
胎た

い

蔵ぞ
う

曼

荼
羅
の
諸
尊
に
導
か
れ
（
町
石
に
胎
蔵
仏
の
種し

ゅ

子じ

）、
大
門
～
中
門
の
間
は
阿
弥
陀
の
浄
土
。

伽が

藍ら
ん

を
通
り
尾お

崎ざ
き

弁べ
ん

天て
ん

（
蓮れ

ん

花げ

院い
ん

裏
山
）（
一い

ち

乗じ
ょ
う

院い
ん

遙よ
う

拝は
い

所じ
ょ

）
〜
一い

ち

之の

橋は
し

ま
で
普ふ

賢げ
ん

浄じ
ょ
う

土ど

。

一
之
橋
か
ら
御ご

廟び
ょ
う

橋ば
し

ま
で
観か

ん

音の
ん

浄
土
。
御
廟

橋
よ
り
は
弥み

勒ろ
く

浄
土
で
御
廟
が
金
剛
界
曼
荼
羅

諸
尊
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
高
野
に
入
れ
ば
あ

ら
ゆ
る
浄
土
に
い
け
、
未み

来ら
い

永え
い

劫ご
う

の
安
息
を
賜

た
ま
わ

る
場
所
で
あ
る
と
高
野
詣
で
を
推す

い

奨し
ょ
うし

説
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
秘
記
高
野
山
三
鈷

松
」
に
は
、
高
野
山
の
開
山
と
登
山
の
功
徳
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高野曼荼羅　宝寿院
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◎
博
学
連
携
事
業　

高
野
山
霊
宝

館
・
高
野
山
高
等
学
校
共
催
金

剛
峯
寺
探
検
ツ
ア
ー
＆
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

８
月
18
日
㈪
高
野
山
高
等
学
校
の
通
信

教
育
課
程
の
生
徒
を
対
象
に
、
当
館
職
員

に
よ
る
案
内
で
、
金
剛
峯
寺
境
内
と
徳
川

家
霊
台
の
重
要
文
化
財
の
建
造
物
を
巡

り
、
ま
た
当
館
に
お
い
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

◎
博
物
館
実
習

　

８
月
19
日
㈫
か
ら
22
日
㈮
ま
で
の
４
日

間
、
博
物
館
学
芸
員
の
資
格
取
得
を
目
指

す
、
高
野
大
学
と
筑
波
大
学
の
大
学
生
・

大
学
院
生
・
科
目
履
修
生
の
受
け
入
れ
を

し
ま
し
た
。

◎
展
覧
会
予
定

○
冬
期
平
常
展

　
﹁
密
教
の
美
術

　
　

～
し
あ
わ
せ
の
カ
ウ
ン
ト
～
﹂

　

令
和
８
年
１
月
17
日
㈯
〜
４
月
12
日
㈰

　

出
陳
品

　

重
文　

八
字
文
殊
曼
荼
羅
図　

正
智
院

　

重
文　

八
宗
論
大
日
如
来
像　

善
集
院

　

未
指
定　

銀
製
群
雀
七
宝
花
瓶　金

剛
峯
寺

〇
館
外
出
陳
情
報

●
大
阪
市
立
美
術
館

　

特
別
展
﹁
Ｎ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｏ 

根
来
～
赤

　

と
黒
の
う
る
し
～
﹂

高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
㈯　

講
師　

近
藤
堯
寛
師

　

８
月
２
日
㈯　

講
師　

佐
藤
心
憧
師

　

９
月
６
日
㈯　

講
師　

月
原
真
人
師

今
後
の
開
催
予
定

　

10
月
18
日
㈯　

講
師　

今
井
隆
照
師

　

11
月
８
日
㈯　

講
師　

辻　

雅
榮
師

　

午
後
１
時
よ
り
約
45
分

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

７
月
21
日
㈪
・
㈷
、９
月
15
日
㈪
・
㈷
に
、

当
館
職
員
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

を
開
催
し
ま
し
た
。

◎
重
要
文
化
財
指
定
記
念
特
別
展　

　
﹁
大
伽
藍
﹂

●
大
伽
藍
探
検
ツ
ア
ー

　

６
月
28
日
㈯
、
当
館
職
員
に
よ
る
大
伽

藍
に
あ
る
建
造
物
の
案
内
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

令
和
７
年
９
月
20
日
㈯
〜
11
月
９
日
㈰

　

重
文　

丹
生
・
狩
場
明
神
像　

２
幅　

金
剛
峯
寺

　

未
指
定　

筒
型
厨
子
入
愛
染
明
王
小
像

（
五
指
量
愛
染
明
王
）１
躯   

金
剛
峯
寺

●
大
和
文
華
館

　

特
別
展
﹁
み
や
こ
の
舞
楽
～
舞
楽
面
と

　

舞
楽
図
で
た
ど
る
芸
能
の
美
～
﹂

　

令
和
７
年
10
月
４
日
㈯
〜
11
月
９
日
㈰

　

未
指
定　

天
野
社
舞
楽
曼
荼
羅
供
荘
厳

図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

●
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

　

特
別
展
﹁
Ｎ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｏ 

根
来
～
赤

　

と
黒
の
う
る
し
～
﹂

　

令
和
７
年
11
月
22
日
㈯
〜

　

令
和
８
年
１
月
12
日
㈪
・
㈷

　

未
指
定　

筒
型
厨
子
入
愛
染
明
王
小
像

（
五
指
量
愛
染
明
王
）１
躯   

金
剛
峯
寺

ミュージアム法話開催風景（月原真人師）

◎
密
教
・
仏
教
が
自
宅
で
学
べ
る

﹃
高
野
山
大
学 

社
会
人
向
け
コ
ー
ス
﹄

　

高
野
山
大
学
で
は
、
社
会
人
の
皆
様

の
人
生
の
さ
ら
な
る
学
び
を
応
援
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
可
能
な
密
教
文
化

コ
ー
ス
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
海
、
マ
ン
ダ
ラ
、
お
遍
路
、
歴
史

な
ど
幅
広
い
学
び
を
、
続
け
や
す
い
学

費
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
大
学
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

高
野
山
大
学
コ
ー
ス
広
告

大学 HP
QR コード

友の会 会員募集
〈年会費〉　
　一般会員（個人）　　３，０００円
　賛助会員（法人）　３０，０００円
　キャッシュレス決済手続きが可能となります。入会希望の方
は下記から申し込みいただくか、霊宝館までお問い合わせくだ
さい。

会費ペイ会員登録用ＵＲＬ・ＱＲコード
https://www.kaihipay.jp/forms?
form_code=9807367488232707


